
The Wooden Modernism 
of Koji Fujii

竹中大工道具館 1 Fホール

藤井厚二の
木造モダニズム建築

開館時間│9:30 – 16:30（入館は 16:00まで）　休館日│月曜日（祝日の場合は翌日）

入館料│一般 500円、大高生 300円、中学生以下無料、65歳以上の方 200円 ※常設展観覧料を含む
主催│竹中大工道具館　共催│竹中工務店・聴竹居倶楽部　後援│大山崎町

Cho
chiku
kyo

2018年 7月 16日│月・祝│5月 12日│土│



1 聴竹居縁側｜2 聴竹居客室｜3 屋根妻面に設けられた通風窓｜4 クールチューブ（導気口）

5 壁面内に通気筒の機能をもつ調理室 ｜6 スケッチブック

〒651–0056 兵庫県神戸市中央区熊内町7–5–1
TEL 078–242–0216　http: //dougukan. jp

山陽新幹線「新神戸駅」中央改札口より徒歩約3分
市営地下鉄「新神戸駅」北出口2より徒歩約3分
シティ・ループ「12新神戸駅前（2F）」下車徒歩約3分
神戸市バス2系統・18系統「熊内6丁目」下車徒歩約2分

写真｜古川泰造

※展示やイベントの日時・内容は変更になることがあります。最新の情報は公式サイトにてご確認下さい。
公式サイト　https: / /www.dougukan. jp/specia l_exhibit ion/chochikukyo

日本を代表する木造モダニズム建築の傑作「聴竹居」。設計者の藤井厚二は建築環境工学を学問として確立した先駆者

で、研究のために5つの自邸を建設しました。自ら居住して実証・改善を加え、5回目に建てた自邸が「聴竹居」です。

そこには室内環境をコントロールするための様々な工夫が見られると同時に、伝統的な和室にモダンデザインを融合

させた先進的な室内空間が広がっています。藤井が追及した真に日本の気候風土にふさわしい住宅は、“環境の世紀”

21世紀の今、我々に様々な示唆を与えてくれることでしょう。2018年は藤井厚二の生誕 130年、没後80年、そして聴

竹居建設90年目に当たります。その節目の年に、藤井厚二の「日本の住宅」への想いを紹介する展覧会を開催します。

ウェブメール
公式サイト（https://www.dougukan.jp/special_exhibition/chochikukyo）
内よりお申し込みください。

往復ハガキ（1枚につき1名様まで）
往信用裏面　①イベント名・希望日時 ②参加者氏名（フリガナ） 
 ③郵便番号・住所 ④電話番号 ⑤年齢
返信用表面　宛先に申込者の郵便番号・住所・氏名を記入。
 裏面は未記入のこと。
申込先 〒651-0056 神戸市中央区熊内町7-5-1
 竹中大工道具館イベント係
※参加案内ハガキ・メールは締切日から10日後以降に発送します。

申込方法
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関連イベント

技と心セミナー［87］ 「藤井厚二の想いを未来へつなぐ」

会場｜神戸芸術センター会議室（神戸市中央区熊内橋通7-1-13）
講師｜松隈 章（竹中工務店設計本部）、加嶋章博（摂南大学理工学部教授）
定員｜80名（事前申込制、応募者多数の場合は抽選、参加費無料）
申込締切｜2018年4月21日（土）

201 8年5月13日（日）14:00– 16:00（開場 1 3 : 30）

10:00 – 1 1 :00
1 1 :00 – 12:00
1 3:00 – 14:00
14:00 – 1 5:00 

5月 1 9日（土）   

5月26日（土） 

6月30日（土）  

7月7日（土）

聴竹居見学会
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解説｜松隈章（竹中工務店設計本部）、聴竹居倶楽部 
参加費｜1,000円 
定員｜各回10名（事前申込制、応募者多数の場合は抽選） 
申込締切｜①②4月27日（金）、③④6月8日（金）
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各日とも

解説｜松隈章（竹中工務店設計本部）、八木邸倶楽部 
参加費｜1,000円 
定員｜各回10名（事前申込制、応募者多数の場合は抽選）
申込締切｜5月18日（金） 

八木邸見学会
6月9日（土）   

6月 16日（土）
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10:00 – 1 1 :30
1 3:00 – 14:30
1 5:00 – 16:30
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各日とも


